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第 50回通常総会の開催について

会長　安西祐一郎
　第 50回通常総会を代表会員制度に沿って下記により開催いたします．
　総会の案内状は，民法上の社員である，選挙で選出された代表会員および役員に 4月に郵送いたします．ご欠席の場合には，必ず委任状
をご返送ください．
　総会の議事議決権は代表会員および役員が有しますが，もちろん代表会員以外の正会員・名誉会員の皆様も，積極的に総会に出席してご
発言いただきますようお願いいたします．

記

日　　時　　平成 19年 5月 30日（水）16：00～ 18：00　
会　　場　　学士会館（東京都千代田区神田錦町 3-28）
議　　案　　1．平成 18年度事業報告および決算について
　　　　　　2．監査報告　
　　　　　　3．平成 19年度事業計画および予算について
　　　　　　4．会費滞納会員の取扱いについて
　　　　　　5．名誉会員の推挙について
　　　　　　6．平成 18年度功績賞，論文賞，業績賞，長尾真記念特別賞の発表と表彰
　　　　　　7．平成 19年度役員改選について
※総会終了後，懇親会（有料予定）を行います．皆さまのご出席をお待ちしております．

新規会員

募集中

www.ipsj.or.jp

情報処理学会の会員になりませんか！

情報処理学会は IT 分野の皆様のお役に立ちます。
■活動の概要

■会員になるには

社団法人 情報処理学会は、IT に関する専門家集団として 21世紀情報化社会の
発展に向け、学術・文化・産業等の多方面に貢献しています。

○機関誌（「情報処理」「情報処理学会論文誌」）の発行
○各種行事の開催（研究発表会、全国大会、情報科学技術
　フォーラム（FIT）、シンポジウム、連続セミナー他）
○情報処理教育活動
○国際交流
○標準化活動
○出版活動

■ご入会いただくとこんな良いことがあります

（社）情報処理学会 〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　Tel.(03)3518-8370　Fax.(03)3518-8375　mem@ipsj.or.jp

●個人会員
　正 会 員：当学会の中心的会員で、IT 分野に携わる個人
　学生会員：学校に在学中の個人
　準 会 員：専門外の高校、中小学校等の教職員、地方自治体等に勤務の個人
　名誉会員：当学会の活動において特別な功績のあった個人
●賛助会員：当学会の活動をサポートする法人

会費等をお振り込みの上、入会申込書をお送り
ください。詳しくは以下をご覧ください。

1　最新技術を紹介する機関誌「情報処理」が毎月お手元に届きます。
2　電子図書館（BookPark）で「情報処理」の過去の記事を見ることができます。
3　「連続セミナー」に会員価格で参加できます。
4　「シンポジウム」に会員価格で参加できます。
5　「研究発表会」に会員価格で参加できます。
6　出版図書が会員割引で購入できます。
7　《学生会員の方は》お好きな研究会を 1つ無料で登録できます。
8　《学生会員の方は》IPSJ Digital Courier に論文が掲載されると、船井財団
により表彰され賞金がもらえます。
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■私自身もとても必要性を感じている重要かつ魅力的な

技術だと思います．この先進的な技術を実際に動作させ

た結果と共に詳細に説明されていて，とても興味深く拝

読させていただきました．また，技術者としてつい技術

に注目してしまいがちですが，監視システムの運用にお

ける法的問題点・社会的な面での難しさ・現状も知るこ

とができました． （匿名希望）

■技術の表向きの良さを追求するのは技術者として当然

だが，想定外の裏面性があることに留意すべきではある

まいか？　たとえば衝突しない車だと思って買った人が

事故を起こすと，買った人だけの責任と言い切れるだろ

うか？ （匿名希望）

■最近画像処理技術を応用した製品が見られるように

なってきましたが，まだ完成度は低いようです．安全上

有効な分野も多いので，実用に耐える製品が早く普及す

ることを願っています． （匿名希望 )

■テーマの選び方，目の付け所がよいと思った．個別の

記事については時間の制約と自分の専門との乖離から理

解し評価できるまでいたらなかったが，「編集にあたっ

て」に各記事の紹介があるので概要だけでもつかめたこ

とがよかった． （匿名希望）

■「人物を認識することの法的問題点～監視カメラシス

テムの設置運用基準～」について：情報処理学会の多く

の記事は情報処理技術の開発に関するものやその利用に

関するものである．一方，その法的，倫理的側面を考察

した記事は少なく，この点から，本記事を興味深く拝読

した．今回の記事は著者の試論と断り書きがあるという

ことから，まだまだ法整備が進んでいないのだというこ

とも垣間見ることができた．我々の住む社会は今後ます

ます情報化されていくことは間違いなく，技術開発を行

う我々も法的なことを理解しておく必要がある．

 （匿名希望）

■「画像によるエレベータ内異常検知技術」を興味深

く読ませていただいた．数式が登場するので理解に苦

しんだが，昨今の世界には必要な技術と思われ，本技

術が犯罪検出・防止に大いに役立ってくれることを 

今月の会員の広場では，1月号へのご感想・ご意見を紹介いたしま

す．まず，特集「安全と安心のための画像処理技術」につきまして

は，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

今月の会員の広場では，1月号へのご感想・ご意見を紹介いたしま

す．まず，特集「安全と安心のための画像処理技術」につきまして

は，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

願う． （匿名希望）

■「画像認識を用いて安心を提供する情報セラピー」に

ついて：あくまでも，「高齢者 ( 特に認知症者 ) および

その介護者にとって安全，安心度の増すシステム」とい

う原点をはずさないようにすることが大切だと思う．刺

激を提示して集中力を維持させるというのが認知症者自

身にとって望む方向なのか，かえって無理強いをしてい

るのではないかなどという観点での十分な論議が必要か

と思う．去年の記念シンポジウムの妖精論文にあったよ

うな，見守りの視点があるといいのかなあと思いました．

 （岩本茂子）

■「画像認識を用いて安心を提供する情報セラピー」に

ついて：認知症の祖父をみとった経験があり，現在も実

家に高齢の祖母がいるため，介護者の負担を軽減するシ

ステムには非常に興味があります．このようなシステム

が今後さらに発展していくことを期待しています．

 （匿名希望）

■「鉄道と乗降客の安全を確保する画像認識技術 ─踏

切，ホーム端からの転落防止─」について：かつては私

もこの分野の研究に携わっていましたが，最近の動向，

技術的な進展が伺え，大変興味深く読ませていただきま

した． （菊地　誠）

■「選ばれる論文誌を目指して」について：日本国内か

らの投稿よりも海外からの投稿が多くなるよう施策を講

じたらどうでしょうか？　たとえば，論文誌，会誌はも

とより，全国大会から研究会にいたるまで，すべて英語

を公用語とする．学生会員であっても，研究会での口頭

発表は英語の使用を義務付けるなど．このように強く感

じるのは，JABEE がワシントンアコードに加盟するこ

とで，情報工学・情報学も世界的な標準化の流れに従う

ことが必然となったからです． （水野光朗）

■「産学連携と情報処理学会」について：半導体企業か

らは情報処理学会は縁遠い雰囲気がある．組み込みソフ

トウェアが注目を集めている昨今，もう少し身近で企業

活動に役に立つものになることを期待する．厳しい制約

と技術の進化に追随が必要な開発現場からは論文中心の

学会活動では間延びした感が否めない． （匿名希望）

■このシリーズを楽しみに読んでいます．テクノロジー

の発展に伴って，できることも変わってきているはず．

電子化・情報化や新しい試みの実践の場として，会員全

体が参加していけるチャンスと考えています．

 （折田明子）

■「選ばれる論文誌を目指して」について：著者からは

査読期間の短縮が求められるが，ボランティアで査読を

実施していただいている方々の苦労を考えると，なかな

か短縮できないのも理解できる．論文誌ジャーナルでは，

連載「これからの情報処理学会」につきましては，以下のようなご

感想・ご意見をいただきました．

連載「これからの情報処理学会」につきましては，以下のようなご

感想・ご意見をいただきました．

会員の広場会員の広場
Member's Voice
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年々査読期間の短縮ができているとのことで，本当に関

係者の方々の努力に感謝したい． （青木道宏）

■論文誌をどうするか，産学連携がどうあるべきかは重

要な問題だと思っています．本誌が情報共有や議論の場

になることを期待しています． （匿名希望）

■私自身も高専プロコンに参加していたことがあるので，

本誌で取り上げられたのはよいことだと思う．認知度が

高まる方が，学生としてもやる気が出ると考えます．

 （匿名希望）

■審査方法が非常に教育的，実践的で感激しました．

 （黒田幸明）

■コラム「標準化よもやま話『ビジネスと国際標準，そ

の合意形成』」について：組織と個人，本当のコミュニ

ケーション能力とは何か，を改めて考え直す必要を感 

じた． （根津芳香）

■解説「リビングから始めるユビキタス－情報家電イン

タフェース」について：構文解析，意味解析など私が関

係する自然言語処理のトピックが扱われていたため抵抗

なく読めた．情報家電における自然言語処理の位置づけ

報告「第 17 回全国高専プログラミングコンテスト同行の記」につ

きましては，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

報告「第 17 回全国高専プログラミングコンテスト同行の記」につ

きましては，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

その他の記事につきましては，以下のようなご感想・ご意見をいた

だきました．

その他の記事につきましては，以下のようなご感想・ご意見をいた

だきました．

が分かり，ためになった． （匿名希望）

■報告「IEEE Computer Society 60 周年記念式典報告」

について：NHK の番組“プロジェクトＸ”が終了して

久しい．IT の世界でも，穂坂衛先生のように活躍された

方々の生き様を会誌で紹介していくのは，若き IT エン

ジニアたちへの励みになると思います． （鹿島鉄雄）

■WiMAX環境が普及すると既存の通信環境が大幅に変

わると思います．そのときのサービスについて，ソフト

ウェア面から見た特集を希望します． （黒田幸明）

■ソフトウェアテストの技法の最前線をレポートしてい

ただきたいと思います．例）便利なソフトの紹介等．

 （匿名希望）

■今月号は，正直，読み応えがあって非常に内容の濃い

ものでした．ページサイズについては，コンパクトにま

とめられている記事のほうが，要点もはっきりし，今の

時代の読み手にとっては望ましいのでは，と感じました．

 （平川正人）

■最近立ち上がった，暗号モジュール認証制度について

取り上げてほしい． （匿名希望）

 【本欄担当　濱　利行，小幡元樹／書評・ニュース分野】

会誌の内容や今後取り上げて欲しいテーマに関して，以下のような

ご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．

会誌の内容や今後取り上げて欲しいテーマに関して，以下のような

ご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．

ご意見をお寄せください！！

皆様にとって会誌をより役立つものとするため，自由なご意見，ご感想をお待ちしております．

　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言

　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言

など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．

なお，「道しるべ」については　

<URL：http://www.ipsj.or.jp/07editj/toukou/michishirube/michishirube.html> で

これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．

※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじ

めご了承ください．なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学

会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．<URL：http://www.ipsj .or . jp/somu/

privacypolyicy.html>

　　　応 募 先 〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　

  情報処理学会　会誌編集部門　

 E-mai l : editj@ipsj .or . jp　Fax (03)3518-8375　

 http ://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enq4804.html
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2007年
論文誌「情報洪水時代のネットワークサービス」 5月11日（金）
特集への論文投稿
http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/08-G.html
論文誌「社会的課題に挑む情報システム」特集への論文投稿 5月15日（火）
http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/08-E.html
論文誌「新しいパラダイムの中での分散システム／インター 5月28日（月）
ネット運用・管理」特集への論文投稿
http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/08-F.html
論文誌「イノベーションプロセスのスタディ」 6月30日（土）
特集への論文投稿
http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/08-H.html

4月24日（火）～ 第5回教育学習支援情報システム研究グループ発表会 3月5日（月） 4月上旬 大阪大学
4月25日（水） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/CMS5.html 豊中キャンパス
5月9日（水） 東北支部平成19年度支部通常総会 東北大学工学部

http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html
5月10日（木） 東海支部平成19年度支部通常総会 愛知厚生年金会館

http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html （名古屋市）
5月10日（木）～ 第70回音楽情報科学・第7回エンタテインメントコンピュー 3月12日（月） 当日のみ パナソニックセンター
5月11日（金） ティング合同研究発表会 東京　第4,5,6会議室

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/MUS70EC7.html
5月10日（木）～ 第130回システムLSI設計技術研究発表会 3月15日（木） 当日のみ 京大会館
5月11日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/SLDM130.html
5月10日（木）～ 第45回分散システム／インターネット運用技術研究発表会 3月23日（金） 当日のみ 高知工科大学
5月11日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/DSM45.html
5月11日（金） 四国支部平成19年度支部通常総会 徳島大学工学部

http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html
5月11日（金） 中国支部平成19年度支部総会 広島大学

http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html 東千田キャンパス
5月11日（金） 北陸支部平成19年度支部通常総会 詳細未定

http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html
5月11日（金） 九州支部平成19年度支部通常総会 詳細未定

http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html
5月11日（金） 第112回アルゴリズム研究発表会 3月11日（日） 当日のみ 岩手大学

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/AL112.html
5月11日（金） 第123回ヒューマンコンピュータインタラクション研究発表会 3月17日（土） 当日のみ 産業技術総合研究所

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/HCI123.html 臨海副都心センター
5月14日（月）～ 第159回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 2月28日（水） 当日のみ 東京大学
5月15日（火） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/CVIM159.html 生産技術研究所
5月17日（木） 第64回数理モデル化と問題解決研究発表会 3月22日（木） 当日のみ 大阪大学

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/MPS64.html 豊中キャンパス
5月17日（木）～ 第41回モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究発表会 3月17日（土） 当日のみ 沖縄県青年会館
5月18日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/MBL41.html
5月19日（土） 第89回コンピュータと教育研究発表会 3月23日（金） 当日のみ 桃山学院大学

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/CE89.html （大阪府和泉市）
5月22日（火） 関西支部平成19年度支部通常総会 大阪大学

http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html 中之島センター
5月23日（水）～ 第14回ユビキタスコンピューティングシステム研究発表会 3月16日（金） 当日のみ 立命館大学びわこ・
5月24日（木） http://www.mkg.sfc.keio.ac.jp/UBI/seminar-14.html くさつキャンパス
5月23日（水）～ 先進的計算基盤システムシンポジウムSACSIS 2007 学術総合センター
5月25日（金） http://www.hpcc.jp/sacsis/2007/
5月24日（木）～ 第179回自然言語処理・第66回音声言語情報処理合同研究発表会 3月15日（木） 当日のみ 法政大学
5月25日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/NL179SLP66.html
5月25日（金） 第36回電子化知的財産・社会基盤研究会発表会 3月15日（木） 当日のみ 国際赤坂ビル

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/EIP36.html
5月25日（金） 第37回コンピュータセキュリティ研究発表会 3月20日（火） 当日のみ キヤノン（株）本社

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/CSEC37.html
5月25日（金） 第61回デジタルドキュメント研究発表会 3月23日（金） 当日のみ 日立製作所

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/DD61.html 大森ベルポート
5月25日（金） 第74回人文科学とコンピュータ研究会発表会 3月26日（月） 当日のみ 龍谷大学瀬田学舎

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/CH74.html （滋賀県）
5月28日（月）～ 第156回ソフトウェア工学・第5回組込みシステム 4月6日（金） 当日のみ 化学会館会議室
5月29日（火） 合同研究発表会 （御茶ノ水）

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/SE156EMB5.html
5月30日（水） 情報処理学会第50回通常総会 学士会館

http://www.ipsj.or.jp/03somu/rijikai_sohkai/sohkai/soukai2007-tujyo50.html （東京都千代田区）
5月31日（木）～ 第165回計算機アーキテクチャ研究発表会 3月19日（月） 当日のみ （株）富士通研究所
6月1日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/ARC165.html 岡田記念ホール
5月31日（木）～ 第142回データベースシステム・第87回情報学基礎 3月30日（金） 当日のみ 東京工業大学
6月1日（金） 合同研究発表会

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/DBS142FI87.html
6月1日（金） 第64回グループウェアとネットワークサービス研究発表会 3月22日（木） 当日のみ 大阪産業創造館

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/GN64.html
6月7日（木）～ 第64回プログラミング研究発表会 4月7日（土） 当日のみ 筑波大学
6月8日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/PRO64.html

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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［トピックス］
■ 3月 15日 人材募集情報（3月）更新しました

［学会からのお知らせ］
■ 3月 13日 論文誌（ジャーナル）の論文査読状況を更新しました

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
6月8日（金） 第110回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会 4月13日（金） 当日のみ 海洋研究開発機構

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/HPC110.html 横浜研究所
6月14日（木）～ 第29回高度交通システム研究発表会 4月20日（金） 当日のみ 岩手県立大学
6月15日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/ITS29.html
6月22日（金） 第21回システム評価研究発表会 4月20日（金） 当日のみ 日立製作所

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/EVA21.html システム開発研究所
6月22日（金） 第18回ゲーム情報学研究発表会 4月22日（日） 当日のみ 県立広島大学広島

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/GI18.html キャンパス
6月23日（土）～ Visual Computing/グラフィクスとCAD合同シンポジウム 2007 3月12日（月） 大阪工業大学情報科学部
6月24日（日） http://www.pluto.ai.kyutech.ac.jp/vc2007/ （枚方キャンパス）
6月25日（月） 第65回数理モデル化と問題解決研究発表会 2月21日（水） 当日のみ Monte Carlo Resort

http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/MPS65.html
7月4日（水）～ マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2007） 3月9日（金） 三重県鳥羽　戸田屋
7月6日（金） シンポジウム

http://www.dicomo.org/2007/
8月1日（水）～ 2007年並列／分散／協調処理に関する『旭川』サマー・ 4月27日（金） 当日のみ 旭川市大雪クリスタル
8月3日（金） ワークショップ（SWoPP旭川2007）（発表募集：4月17日（火） ホール旭川国際会議場

10:00より4月27日（金）17:00まで受付）
http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/SWoPP2007.html

8月23日（木）～ 平成19年度電気関係学会東北支部連合大会 6月15日（金） 弘前大学理工学部
8月24日（金） （投稿受付開始：5月14日より）

http://www.ecei.tohoku.ac.jp/tsjc/
8月27日（月）～ ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム2007（SES2007） 5月7日（月） 日本科学未来館
8月29日（水） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/S-SES2007.html
8月29日（水）～ DAシンポジウム2007 5月7日（月） 遠鉄ホテルエンパイア
8月30日（木） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2007/S-DA2007.html
9月5日（水）～ FIT2007第6回情報科学技術フォーラム 中京大学
9月7日（金） http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/fit/fit2007/ 豊田キャンパス
10月29日（月）～ International Workshop on Security (IWSEC2007) 4月13日（金） 奈良県新公会堂
10月31日（水） http://www.iwsec.org/

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報
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■北海道大学大学院情報科学研究科複合情報学専攻

募集人員 准教授　1名
所　　属 複雑系工学講座
担当科目 大学院・学部の情報系科目の分担（自律系工学特論，アニメーション技術学特論，複合情報学特別研究第一・第二，計算機プロ

グラミング演習，計算機プログラミング II，アニメーション工学，人工生命，情報工学演習 I・II，情報工学実験 I・IIなど）
応募資格 博士の学位を有する方．教育および研究に熱意があり，この分野の研究業績を有し，産学官連携に積極的で国際的視野を持つ方．

年齢は35歳前後が望ましい
着任時期 平成19年6月16日以降のできるだけ早い時期
提出書類 履歴書（本籍または国籍，現住所，連絡先［電話番号，E-mail宛先］，学歴［高校卒業以降］，職歴，学位，賞罰，日付，自筆署名，

押印），業績リスト（査読付き論文，国際学会講演論文，著書，総説，受賞歴，特許，研究成果の産業応用実績，地域社会貢献実
績，国内外学会貢献実績）に区分して記載，現在までの研究歴と研究業績の概要（2000字以内），主要論文別刷（3編，各4部，コピー
可），将来の教育と研究に対する展望と抱負（1000字以内），今後の大学のあり方に関する所見（1000字以内），応募者について意
見を伺える方2名（氏名，身分，所属，E-mail宛先，電話番号，Fax番号）

応募締切 平成19年5月7日（必着，期限厳守）
送 付 先 〒060-0814 北海道札幌市北区北14条西9　北海道大学工学研究科情報科学研究科工学部総務課人事第二係　Tel (011)706-6514　

郵送の場合には「複雑系工学講座教員公募応募書類No.19-3」と朱書し書留　＊応募書類は原則として返却いたしません
照 会 先 情報科学研究科複合情報学専攻複雑系工学講座　教授　栗原正仁　E-mail:kurihara@ist.hokudai.ac.jp　Tel (011)706-6813　
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.ist.hokudai.ac.jp/info/）をご覧ください

■大妻女子大学社会情報学部

募集人員 教授もしくは准教授もしくは助教　1名
専門分野 情報処理，情報デザイン
担当科目 プログラミングの基礎・基礎演習（C言語），デザイン論 I，デザイン論 II，感性デザインおよび演習，音声・音響デザインなど
応募資格 出身学部は問わないが，博士の学位を有するか，またはこれと同等以上の教育・研究業績があって教育・研究・学生指導に熱意

があり，採用時の年齢が30歳以上の方
着任時期 平成20年4月1日（予定）
提出書類 履歴書，研究業績リスト（学術論文（査読の有無を明記），解説，著書，教科書，その他を区分する），主要論文別刷（3編，各1部，コピー

可，その要旨を各A4用紙300字程度にまとめて添付すること），着任後の教育・研究に関する抱負（A4用紙800字程度），応募者
の研究業績や人物を熟知しており照会が可能な方2名の氏名とその連絡先

応募締切 平成19年5月31日（必着）
送付先／照会先 〒206-8540 東京都多摩市唐木田2-7-1　大妻女子大学社会情報学部社会情報学科社会情報処理学専攻　主任　東明佐久良

E-mail:sh-saiyou@otsuma.ac.jp　Tel (042)339-0052　Fax (042)339-0044　「教員応募書類在中」と朱書し簡易書留
＊応募書類は原則として返却しないが，もし返却希望があればその旨応募の際に書き添えること

そ の 他 【勤務場所】大妻女子大学　多摩校舎（東京都多摩市唐木田2-7-1）
Webページ（http://www.otsuma.ac.jp/gakuin）
最終選考の段階では面接を行うこともあるが，旅費の補助は行わない

人材募集
（有料会告）

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲
載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科
目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ
E-mail，Faxまたは郵送にてお申し込みください．
＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 21,000円（税込）

賛助会員（企業） 31,500円（ 〃 ）
賛助会員以外の企業 52,500円（ 〃 ）
＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000円で同一内容を本会Webページに
　掲載できます．

申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail:editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念のため
　確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと
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■名古屋大学大学院情報科学研究科計算機数理科学専攻

募集人員 教授　1名
所　　属 情報数理モデル論講座
専門分野 量子情報理論，量子計算，量子通信などの数理科学分野
担当科目 大学院情報科学研究科・情報文化学部における情報数理関連科目，および全学共通教育科目（線形代数学，微分積分学など）
応募資格 博士の学位を有すること
着任時期 平成20年4月１日（予定）
提出書類 履歴書，研究業績リスト（著書，査読付き学術論文，国際会議，講演などを区別して記述すること，また主要な論文数編に印を

付すこと），主要論文別刷（5編程度，コピー可，プレプリント（雑誌掲載予定のものはその旨を示す文書のコピーなどを添付する
こと）），これまでの研究内容と今後の研究計画（A4用紙2枚程度，主要な論文における研究成果を引用して記載すること），教育
に関する実績と抱負（A4用紙1枚程度），そのほか受賞歴・学会活動など選考にあたって参考となる資料，応募者の業績について
問い合わせることのできる方2名の氏名と連絡先

応募締切 平成19年5月31日（必着）
送付先／照会先 〒464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町　名古屋大学大学院情報科学研究科　計算機数理科学専攻長　松原　洋

E-mail:yom@is.nagoya-u.ac.jp　Tel (052)789-4834　「計算機数理科学専攻教員応募書類在中」と朱書し簡易書留
そ の 他 選考の過程で講演をお願いすることがあります

本学では採用に際して男女共同参画に配慮しております

■兵庫県立大学大学院工学研究科電気系工学専攻

募集人員 助教　1名
所　　属 電子情報工学部門
専門分野 工学・情報数理あるいは計算機ソフトウェアに関する分野
担当科目 大学院：電気系工学特別演習D，電気系工学特別実験D　学部：電気系実験 II，計算機実習 I，卒業研究
応募資格 着任時に博士の学位を有するかまたは取得見込みで，研究と教育に熱意がある方．30歳以下が望ましい
着任時期 平成19年10月1日
提出書類 履歴書（高等学校卒業以降記述の学歴，職歴，賞罰），研究業績リスト（著書，学術誌論文，Proceedings，その他の発表，解説・記事，

特許，受賞，代表者・分担者を明記した研究費獲得状況，学会および社会における活動状況，その他特記事項などに区分して記述），
主要論文別刷（3編程度，コピー可），既往の研究内容概要（1000字程度），着任後の教育・研究への抱負（1000字程度），推薦書1通（ま
たは照会可能な方1名の氏名と連絡先）　＊A4用紙横書きを原則とする

応募締切 平成19年5月31日（必着）
送 付 先 〒671-2280 兵庫県姫路市書写2167　兵庫県立大学企画調整課気付　大学院工学研究科長　杉江他曽宏　「電子情報工学部門教員

応募書類在中」と朱書し簡易書留　＊応募書類は原則として返却しない
照 会 先 教員選考委員長　山田義博（教授，電気系工学専攻長）　E-mail:koubo73@eng.u-hyogo.ac.jp　

Tel (079)267-4868　Fax (079)267-4855
そ の 他 【任期】7年（再任をする場合には1回を原則とし，再任後の任期は5年とする．ただし，特別の事情があると認められる場合は，

一定の手続きを経た上で，例外的に再々任を認めることがある）
【選考方法】書類審査および面接

■大阪工業大学情報科学部

募集人員 （a）准教授または講師　1名　　　　　（b）准教授または講師　1名
所　　属 （a）コンピュータ科学科（専門教育）　（b）情報システム学科（専門教育）
専門分野 （a）計算機工学（システムLSI設計）　（b）計算機工学（計算機アーキテクチャ，計算方式）
担当科目 （a）次の［1］，［2］の条件を満たすこと：［1］学部教育では「集積回路設計」,「情報科学演習 II」,「コンピュータ入門」
　　　　　　および関連演習科目，情報科学の卒業研究を担当できること　［2］大学院では「計算機工学領域」関係科目の講義および研究指導

を担当できることが望ましい
（b）次の［1］，［2］の条件を満たすこと：［1］学部教育では「計算機アーキテクチャ II」，「人工知能」，「情報技術者論」および関連演
習科目，情報科学の卒業研究を担当できること　［2］大学院では「計算機工学領域」関係科目の講義および研究指導を担当できる
ことが望ましい

応募資格 博士の学位を有する方，年齢は35～40歳程度
着任時期 平成20年4月1日
提出書類 履歴書（本学所定用紙），業績書（本学所定様式），著書・論文（主要3点以内，コピー可），論述（1000字以内，A4用紙1枚，様式

任意，テーマは次の通り），健康診断書（本学所定の様式または診断項目を充足している国公私立病院，保健所など発行のもの）
　＊用紙および様式は，大学のWebページ（http://www.oit.ac.jp/）からダウンロードしてください
【論述のテーマ】「教育を充実させるために実践してきた具体的事項」「就任後の教育に対する抱負」のいずれか1つを選択

応募締切 平成19年6月2日（必着）
送 付 先 〒573-0196 大阪府枚方市北山1-79-1　大阪工業大学　情報科学部長　「情報科学部教員公募関係（専門分野○○○）」と朱書し郵送

の場合は書留
照 会 先 情報科学部事務室　E-mail:jyo-jimu@ofc.oit.ac.jp　Tel (072)866-5301　Fax (072)866-8302
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■神戸大学大学院工学研究科電気電子工学専攻

募集人員 准教授　1名
所　　属 計算機工学分野
専門分野 ユビキタス・ウェアラブルコンピューティングに関するソフトウェア／ハードウェア分野（放送，通信，医療，アート，エンタ

テインメントなどのアプリケーション分野を含む）（担当教授：塚本昌彦）
着任時期 平成19年10月1日
応募資格 着任時に博士の学位を有すること．年齢35歳くらいまでの方が望ましい
提出書類 履歴書（学歴，職歴，研究歴，教育歴，所属機関における活動，受賞歴［受賞理由を明記］，連絡先を記載してください），学会な

らびに社会における活動（所属学会，学会など役員，など），研究業績リスト（著書，学術論文［専門誌掲載論文と国際会議論文
を区別してください］，学術報告，学術講演．知的所有権もあれば記載してください），研究費の導入実績（科学研究費，共同研究，
受託研究，各種公的研究費，奨学寄付金など，代表者分のみについて項目別に記載してください），研究業績の概要（A4用紙2枚
程度），研究に関する抱負（A4用紙1枚程度），教育に関する抱負（A4用紙1枚程度），主要論文別刷（5編程度，コピー可），可能
ならば応募者について照会できる2名の方の氏名と連絡先（電話番号，E-mailアドレスを含む）

応募締切 平成19年6月4日（必着）
送付先／照会先 〒657-8501 兵庫県神戸市灘区六甲台町1-1　神戸大学工学部電気電子工学科　学科長　阿部重夫　

E-mail:abe@kobe-u.ac.jp　Tel/Fax (078)803-6101　「応募書類在中」と朱書し簡易書留　＊応募書類は返却いたしません
そ の 他 Webページ（http://www.eedept.kobe-u.ac.jp/）「教員公募」を参照ください

【選考方法】書類審査の後，必要に応じて面接を行う（旅費などは自己負担）
【採否通知】決定後本人に通知
担当教科は，学部では計算機工学 II，大学院では論理システム特論を予定．なお，適任者が得られない場合には，再度公募する
ことがあります

■北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報システム学専攻

募集人員 助教　1名（任期付き）
所　　属 言語設計学講座
専門分野 フォーマルメソッド，形式仕様言語とシステム，システムのモデル化と検証に関する理論，方法論，手法，ツールとその応用
応募資格 着任時に博士の学位を有し，上記分野の教育および研究に熱意を有する方．新進気鋭の方を歓迎します
着任時期 平成19年10月1日以降できる限り早い時期
提出書類 履歴書，研究業績リスト（研究論文は，国際論文誌，査読付き国際会議，国内の論文誌，その他に分けて年代の逆順にリストし

てください．研究論文とは別に，雑誌の編集委員や国際会議のプログラム委員などの学術的貢献のリストも含めてください），主
要論文別刷（5編程度，コピー可，評価の参考になる特記すべき事項や資料（たとえばその論文を引用している論文など）があれば，
必要に応じ説明を付し添付してください），これまでの研究の概要および今後の研究計画（2000字程度），教育に対する抱負（2000
字程度），照会者2名の連絡先（E-mailアドレスを含む，照会者への照会は選考の過程で必要に応じて行います）

応募締切 平成19年6月29日（必着）
送 付 先 〒923-1292 石川県能美市旭台1-1　北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科　研究科長　島津　明

「教員応募書類在中」と朱書し簡易書留または書留
照 会 先 言語設計学講座　二木厚吉　E-mail:kokichi@jaist.ac.jp　Tel (0761)51-1255（直通）　Fax (0761)51-1149（事務室）
そ の 他 【任期】5年（再任可：3年（1回限り））．本学では，「大学の教員等の任期に関する法律」に基づく任期制を導入しています．Webペー

ジ（http://www.jaist.ac.jp/ kouhou/General_info/houjin/kisoku/index.html）をご参照ください
【選考方法】これまでの研究業績および必要に応じて照会者の意見を参考に候補者を決定いたします．研究業績については，主要
な業績の内容とその国内外の評価，発表論文の発表先と数などを考慮いたします．論文誌のみならず，重要な国際会議の論文も
評価いたします．国際的に評価されている研究成果を特に高く評価いたします．選考の途中で，提出いただいた資料に関する説
明やその他の資料の提出，講演などをお願いする場合があります．また，評価が同等の場合，女性，外国人を優先します．応募
の秘密を厳守いたします

■静岡大学創造科学技術大学院創造科学技術研究部

募集人員 教授　1名（静岡大学21世紀COE教授）
専門分野 情報処理を中心とする画像科学技術分野
応募資格 博士の学位を有し，上記分野で業績のある方
着任時期 決定後できるだけ早い時期
応募締切 平成19年6月29日（必着）
照 会 先 三村秀典　21世紀COE拠点リーダー　E-mail:mimura@rie.shizuoka.ac.jp　Tel (053)478-1315
そ の 他 詳しくはWebページ（http://www.shizuoka.ac.jp/gsst/index.html）をご覧ください
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　日常の仕事の中で誰もが頭を悩ますのが書類の整理ではない
でしょうか．私が現在の整理方法を思いついたのは情報処理学
会に来る前でした．その方法を思いつくまでは，新しい書類を
入手すると，厚さ 5センチ程度で分野やプロジェクトごとに作
成したファイルに綴じていました．ところが，いざある文書を
探そうとするとなかなか見つからないことが結構な頻度で生じ
ました．そこで思いついたのが，コンピュータを使用して書類
を管理することでした．今までと発想を変え，書類はできるだ
け細かい単位でファイルすることにしました．すなわち，新し
い書類は 1書類 1ファイルにし，ファイルごとに連番を振り，
今までに蓄積したファイルの最後尾に追加して保管しました．
コンピュータには，ファイル番号ごとに，文書のタイトル，文
書の内容別に設けたカテゴリーコード，入手年月日，入手先な
どを入力しました．このようにしておいてファイルをリストし
たり，検索するプログラムを作成しました．当時はメインフレ
ーム上のアプリケーション上で動くプログラムでした．これが

効果抜群でした．1つのファイルが，いくつかのカテゴリーに
属することがあっても，たとえば，あるプロジェクトに関連す
るとともに，予算にも関連し，価格設定にも関連する，いうこ
とがあっても，同一の連番のファイルに複数のカテゴリーコー
ドを振れるようしておけば，カテゴリーコードごとに分類した
リストを見て，ほとんどの場合どこかのカテゴリーに目的のフ
ァイルを見つけることができました．最悪の場合は文書タイト
ルなどについてキーワードで検索をかければ見つかりました．
現在は PC上で動くデータベースソフトを使用して同じことを
していますが，手元にある約 1,500のファイルの中から目指す
ファイルは即座に見つかります．新しい書類を入手してもファ
イリングに悩むことはありません．新しい連番を振って PCに
必要な情報を入力し，最後尾に閉じるだけです．注意しなけれ
ばならないのは，取り出したファイルを正確にもとの位置に戻
さなければならないことです．

（三田真弓／規格部門）

おふぃすらん

■ 各種問合せ先 ■

　（社）情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　http://www.ipsj.or.jp/

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容

■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会費等口座振替，海外からの送金

■ 会誌編集部門

会誌編集 editj@ipsj.or.jp 03-3518-8371 会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，転載許可，出版，著作権

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル）の編集・査読

調査研究／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，シンポジウム，研究グループ，論文誌（トランザクション）

■ 事業部門

事　業／国　際 jigyo@ipsj.or.jp 03-3518-8373 全国大会，FIT，連続セミナ，プログラミング・シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会

■ 管理部門

総　務 somu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

理事会，支部，役員選挙，名誉会員

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

図　書 tosho@ipsj.or.jp 出版物購入

■ 情報規格調査会

規格部 standards@itscj.ipsj.or.jp
標準化フォーラム
〒 105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8　機械振興会館 308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　http://www.itscj.ipsj.or.jp/
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ご意見をお寄せください！
【5月 10 日頃までにお出しください】

　宛　先 （社）情報処理学会　モニタ係（下記のいずれからも送付できます）

http://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enq4804.html　Fax(03)3518-8375　E-mail:editj@ipsj.or.jp
（E-mailで送信される場合は，10-1-aのようにコードでお答えください）

※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
　http://www.ipsj.or.jp/03somu/privacypolicy/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

1．ご氏名

2．ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

3．E-mail:

4．業種：（a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（大学・高専など）
（e）学生　（f）その他……………………………………………………………………………………………………………………… 4-

5．職種：（a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
（f）会社経営・役員・管理職　（g）教官／教員（大学・大学院）　（h）教職員（小・中・高校・高専など）
（i）学生　（j）その他 ……………………………………………………………………………………………………………………… 5-

6．年齢：（a）10代　（b）20代　（c）30代　（d）40代　（e）50代　（f）60代以上 ……………………………………………………… 6-

7．性別：（a）男性　（b）女性 ……………………………………………………………………………………………………………………… 7-

8．あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ ……………………………………………………………………………………………… 8-

9．あなたのご意見は「会員の広場」（会誌およびWeb）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………… 9-

10．今月号（2007年 4月号）の記事についてのあなたの評価をご記入ください．
　［ a…大変参考になった　　b…よい　　c…普通，どちらとも言えない　　d…悪い　　e…読んでいない］

　特集：ICタグと医療環境
　　1．ワイヤレス情報通信としての ICタグ………………………………………………………………………………………………………… 10-1-
　　2．医療情報システムと ICタグの活用…………………………………………………………………………………………………………… 10-2-
　　3．病棟での個体情報管理と ICタグ……………………………………………………………………………………………………………… 10-3-
　　4．手術現場での手術用器材の情報管理と ICタグ……………………………………………………………………………………………… 10-4-
　　5．医用機器への ICタグの応用例………………………………………………………………………………………………………………… 10-5-
　　6．アクティブ型 ICタグの医療環境への応用…………………………………………………………………………………………………… 10-6-
　　7．医療分野における ICタグ（RFID）と国際標準化の動向…………………………………………………………………………………… 10-7-
　「情報学を創る」－科研プロジェクトがめざしたもの：情報セキュリティに関する総合的な研究 ………………………………………… 10-8-
　ストレージエリアネットワークの動向……………………………………………………………………………………………………………… 10-9-
　グリッドと SOAからみるWebサービス標準技術：SOAの中核技術としての BPEL入門（3）　制御構造と各種のハンドラ …………… 10-10-
　研究会千夜一夜：これからもっと楽しい計算機アーキテクチャ………………………………………………………………………………… 10-11-
　研究会千夜一夜：システムソフトウェアとオペレーティングシステム研究会 ……………………………………………………………… 10-12-
　これからの情報処理学会：技術者教育評価における情報処理学会の貢献……………………………………………………………………… 10-13-
　これからの情報処理学会：IPSJから Jをとろう …………………………………………………………………………………………………… 10-14-
　これからの情報処理学会：学会の集合知…………………………………………………………………………………………………………… 10-15-
　標準化よもやま話：国際標準化……………………………………………………………………………………………………………………… 10-16-

11．特に興味を持ってお読みになった記事とその感想をお書きください．

12．著者への質問，今後取り上げて欲しいテーマなどありましたらお書きください．
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■編集室■

　特集の閲読作業が始まる直前の 1月中旬まで，『論文執筆に
おいては，ひとつひとつの文章はできるだけ簡潔に短く書くこ
と』は「世間の常識」である，と私は思い込んでいました．実際，
理工系の大学出身の方なら，この種の注意を指導教官から一度
は必ず受けていることと思います．そのような中，今回の特集
『ICタグと医療環境』の原稿がぞくぞくと送られてきました．
いよいよ閲読開始です．数日が経過して 1回目の閲読が終わっ
たとき，「世間は広い」と私は肌で感じ取りました．そして改
めて自己の未熟さを痛感しました．以下，私が「痛感したこと」
について，ほんの少し視点を変えて書いてみたいと思います．
　「ひとつの国」にとどまらない関係を「国際関係」と呼びます．

このことはよく知られていることと思います．これになぞらえ
て，ある高名な数学者は「ひとつの宇宙」にとどまらない自ら
の幾何学を「宇宙際幾何学」と呼んでいます．命名のねらいは
「より根源的な数学表現を求めること」にあります．ここで，「複
数化＋根源的表現の追及」を意味する命名手法である「際」を
借用することにします．そうしますと，今回私が「痛感したこと」
は以下のように言い換えることができます：特集『ICタグと
医療環境』によって，私は「世間際編集」にかかわることがで
きた幸運に感謝いたします．

（白木善尚／本特集エディタ）

次号（5月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」地域サービスの高度化に向けて
公共サービスのあるべき姿とその実現に向けた取り組み　公共情報インフラの設計と実践／複数サービスの連携システム開発

におけるデザインパターン技術／異なるドメインのサービス間の認証・認可，プライバシ情報保護技術／サービス利用者のニ

ーズを加味したサービス情報（サービス運用条件等）の管理制御技術／複数組織がかかわるビジネスプロセスを改善するため

のモニタリング技術

「小特集」ITフォーラムへの誘い
ITフォーラムとは／サービスサイエンスフォーラム／ ITアーキテクト /CIOフォーラム／ユーザスタディフォーラム／イノ
ベーティブ社会基盤フォーラム／Web2.0フォーラム／福祉情報システムフォーラム／ ITダイバーシティフォーラム／ソフ
トウェアジャパン 2007のハイライト

解　説

　小中学生を対象としたロボット競技と総合理科教育……………………………………………………………………… 山下博之

連　載　これからの情報処理学会／「情報学を創る」－科研プロジェクトがめざしたもの
コラム　研究会千夜一夜／標準化よもやま話

Notice for Photocopying
  If you wish to photocopy any work of this publication, you have to 
get permission from the following organization to which licensing of 
copyright clearance is delegated by the copyright owner.
<All users except those in USA>

Japan Academic Association for Copyright Clearance, Inc. (JAACC)
6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052   Japan
E-mail : info@jaacc.jp
Phone : 81-3-3475-5618　Fax : 81-3-3475-5619

<Users in USA>
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

複写される方へ
　本会は下記協会に複写に関する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物を
複写したい方は，同協会より許諾を受けて複写してください．ただし，（社）日本複写権
センター（同協会より権利を再委託）と包括複写許諾契約を締結されている企業の社員に
よる社内利用目的の複写はその必要はありません（社外頒布用の複写は許諾が必要です）．
権利委託先：（中法）学術著作権協会
　　　　　　〒 107-0052東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　　　　　　 E-mail : info@jaacc.jp　Tel (03)3475-5618　Fax (03)3475-5619
　なお，著作物の転載・翻訳のような複写以外の許諾は，学術著作権協会では扱っていま
せんので，本会へご連絡ください．
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222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

□インタフェース……………………………… 表 2
□オーム社……………………………………… 表 2対向
□サイエンス社………………………………… 目次前
□情報通信研究機構…………………………… 前付最終下

□ソフト・リサーチ・センター……………… 前付最終上
□モバイル・コミュニケーション・ファンド
　………………………………………………… 表 4

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック□を入れ，送付希望先をご記入の上，Faxにて（また
は E-mailにて必要事項を記入の上）（株）精機通信社宛にご請求ください．

■「情報処理」　48巻 4号　掲載広告（五十音順）

□ すべての会社を希望

■「情報処理」
発　　行 社団法人情報処理学会
発行部数 30,000部
体　　裁 A4判
発 行 日 毎当月 15日
申込締切 前月 10日
原稿締切 前月 20日
広告原稿 オフセット用ポジフィルム
原稿寸法 1頁 天地 260mm×左右 180mm

1/2頁 天地 125mm×左右 180mm

雑誌寸法 天地 297mm×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4色 2色 1色

表 2 346,500円
（税抜 330,000円） ─ ─

表 3 288,750円
（税抜 275,000円） ─ ─

表 4 404,250円
（税抜 385,000円） ─ ─

表 2対向 315,000円
（税抜 300,000円） ─ ─

表 3対向 278,250円
（税抜 265,000円）

199,500円
（税抜 190,000円）

162,750円
（税抜 155,000円）

前付 1頁 262,500円
（税抜 250,000円）

173,250円
（税抜 165,000円）

141,750円
（税抜 135,000円）

前付 1/2頁 ─ ─ 84,000円
（税抜 80,000円）

前付最終 ─ ─ 155,400円
（税抜 148,000円）

目次前 ─ ─ 155,400円
（税抜 148,000円）

差込
（A判 70.5kg未満　1枚）

288,750円（税抜 275,000円）

差込
（A判 70.5kg～ 86.5kg　1枚）

367,500円（税抜 350,000円）

同封
（A判　1枚）

367,500円（税抜 350,000円）

＊左記料金はポジフィルム納入による料金です．
＊版下・製版等が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊断切広告は上記料金の 10％増です．ただし，表 4は不可．
＊同封のサイズ・送付対象・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店（株）精機通信社
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sei@ss-com.co.jp　　

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27

（株）精機通信社（Tel/Fax/E-mailは下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

●●● 賛助会員（3～9口）

沖電気工業（株） 松下電器産業（株）

●●● 賛助会員（10～19口）

（株）NTTデータ グーグル（株） NTTコムウェア（株） （株）NTTドコモ

日本電信電話（株） マイクロソフト（株）

●●● 賛助会員（20～50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

（株）東芝 日本アイ・ビー・エム（株） 三菱電機（株）

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（http://www.ipsj.or.jp）「会員サービス」のページからも各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　（社）情報処理学会　会員サービス部門　E-mail:mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 100名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，
ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，毎号巻末に掲載しております所定の
用紙またはWebページ（http://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enquete.html）をお使いいただき，奮って事務局
までお寄せください．

　　（社）情報処理学会　会誌編集部門
　　〒 101-0062東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
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